
教授 山口    　　　　　　　　　　 (敬称略)

客員教授 長崎　三ツ木

特任助教 森山

秘書 北見　石田

D2 上野

D1 岑山*　郎　有村**　杉本　松本**

M2 小林　戸田　馬場　舟山　森下

M1 奥原　白井*　廣澤　藤本*　本多　山本

B4 池田*　竹本*

研究生 陳**

*前期から新しく研究室に加わったメンバー

**後期から新しく研究室に加わったメンバー

大
阪
市
大 

 
橋
梁
研
新
聞 

 
 
 
  
 
  
 

平
成
29
年
12
月
28
日
発
行 

第2号 

研
究
室
の
1
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
． 

 

平
成
29
年
度
前
期
に
は
，
社
会
人
ド
ク
タ
ー
1
人
，
修
士
1

回
生
2
人
，
学
部
4
回
生
2
人
が
，
後
期
に
は
，
社
会
人
ド
ク

タ
ー
2
人
，
研
究
生
1
人
が
研
究
室
に
加
わ
り
，
よ
り
活
気
あ

ふ
れ
る
研
究
室
と
な
り
ま
し
た
．
ま
た
，
森
山
氏
が
博
士(

工

学)

の
学
位
を
取
得
し
特
任
助
教
に
着
任
さ
れ
，
杉
本
君
が
前
期

博
士
課
程
を
早
期
修
了
し
後
期
博
士
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
．

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
左
表
の
通
り
で
す
．
全
員
で
協
力
し
，

切
磋
琢
磨
し
合
い
，
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
，
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
． 

グ
ロ
ー
バ
ル
活
動 

•

海
外
留
学(

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ
レ
ー
シ
ア) 

 
 

舟
山
君
がM

an
d
alay

 
T

ech
n
o

lo
g

ical 
U

n
iv

ersity

，J&
M

， 
 
 

マ
レ
ー
シ
ア
のC
R

E
A

M

に
て
留
学
中
で
す
． 

 
 

12
月
に
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムIC

S
E

で
発
表
し
ま
し
た
． 

•

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
橋
梁
計
測
（
ヤ
ダ
ナ
ポ
ン
橋
梁
） 

•

39th IA
B

S
E

 S
y

m
p

o
siu

m
 V

a
n

co
u

v
er, B

C
, C

a
n

a
d

a
 

 
 

小
林
君
と
松
本
氏(

共
著
者)

が
発
表
し
ま
し
た
． 

•

中
国
国
際
工
業
博
覧
会(

上
海) 

 
 

留
学
生
の
郎
君
が
，
産
学
連
携
に
よ
る
展
示
会
に
て
， 

 
 

現
地
協
力
に
参
加
し
ま
し
た
． 

学
会
発
表 

写真1(右：本多，左：山本） 

★
平
成
29
年
度 

土
木
学
会 

 
 
 
 

関
西
支
部 

年
次
学
術
講
演
会 

★
平
成
29
年
度 

全
国
大
会 

 
 
 
 

第
72
回 

年
次
学
術
講
演
会 

★
平
成
29
年
度
鋼
構
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

写真2(右：森山，左：戸田） 

ぶ
ら
土
木 

 

今
年
度
，
橋
梁
研
の
修
士
1
回
生
を
中
心
に

土
木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「ぶ
ら
土
木
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
．
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
こ
の
12

月
ま
で
に
4
回
の
現
場
見
学
会
な
ど
を
企
画
し

ま
し
た
． 

 

第
一
回
の
活
動
は
，
6
月
10
日
に
，
滋
賀
県

の
瀬
田
川
に
架
設
中
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル
型

ニ
ー
ル
セ
ン
ロ
ー
ゼ
形
式
の
瀬
田
川
橋
梁
を
見
学

し
ま
し
た
．
以
前
に
も
橋
梁
研
で
ア
ー
チ
が
架

か
る
前
に
見
学
し
た
現
場
で
す
が
，
主
構
造
で

あ
る
ア
ー
チ
が
架
か
っ
て
か
ら
の
見
学
は
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
． 

 

第

二

回

の
活

動

は
，
７
月

8

日

に
，

C
V

V
(C

iv
il 

V
etereran

s 
&

 
V

o
lu

n
teers)

の

方
々
の
引
率
の
元
，
淀
川
橋
梁
巡
り
と
称
し
て
，

淀
川
に
架
か
る
橋
を
徒
歩
で
巡
り
ま
し
た
．
長

距
離
を
歩
い
た
た
め
少
し
大
変
で
し
た
が
，
遠

足
気
分
で
橋
の
歴
史
な
ど
を
学
び
ま
し
た
． 

 

第
三
回
の
活
動
は
，
10
月
6
日
に
，
箕
面
市

の
い
ず
ま
谷
川
に
架
設
中
の
い
ず
ま
谷
川
橋
梁

を
見
学
し
ま
し
た
．
ま
さ
に
送
り
出
し
架
設
を

行
っ
て
い
る
最
中
に
桁
の
中
へ
入
り
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
，
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
． 

 

第
四
回
の
活
動
は
，
淀
川
に
架
か
る
淀
川
大

橋
の
鋼
床
版
への
取
替
工
事
を
見
学
し
ま
し
た
．

供
用
か
ら
91
年
が
経
過
し
た
橋
梁
のR

C

床
版

を
撤
去
し
た
現
場
や
，
桁
を
貫
通
し
た
戦
時
中

の
弾
痕
な
ど
を
見
学
し
，
普
段
の
見
学
と
は
異

な
っ
た
視
点
で
の
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
． 

橋
梁
業
界
の
出
来
事
二
○
一
七 

 

2
月
1
日 

 

東
京
鉄
骨
橋
梁
が
「
日
本
フ
ァ
ブ
テ
ッ
ク
」
に
社
名
を
変
更 

3
月
29
日 

 

気
仙
沼
大
島
大
橋
の
架
設
完
了(

宮
城
県) 

3
月
31
日 

 
C

IM

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成 

4
月
13
日 

 

小
名
浜
マ
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
開
通(

福
島
県) 

6
月
30
日 

 

ヨ
ド
バ
シ
橋
開
通(

大
阪
府) 

7
月
21
日 

 

道
路
橋
示
方
書
改
定(

11
月
発
刊) 

10
月
1
日 

 

桜
小
橋
開
通(

東
京
都) 

11
月
24
日 

 

出
島
表
門
橋
開
通(

長
崎
県) 

12
月
10
日 

 

新
名
神
高
速
道
路
高
槻JC

T

～
川
西IC

開
通 

7/8 淀川橋梁巡り 10/6 いずま谷川橋梁 

★
平
成
29
年
度
構
造
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

4
月
22
・
23
日
に
北
海
道
大
学
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
．
博
士
2
回
生
お
よ
び
修
士

2
回
生
3
名
の
計
4
名
が
構
造
工
学
論
文

集
に
登
載
さ
れ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
．
そ
の
結
果
，
博
士
2
回

生
（
当
時
）
の
森
山
氏
が
構
造
工
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
． 

 

5
月
27
日
に
大
阪
工
業
大
学
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
．
修
士
1
回
生
の
4
人
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
．

そ
の
結
果
，
修
士
1
回
生
の
本
多
君
と

山
本
君
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

(

写
真
1) 

 

9
月
11~

13
日
に
九
州
大
学
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
．
修
士
1
回
お
よ
び
2
回
生
，

博
士
1
回
生
，
2
回
生
，
昨
年
度
の
修

了
生
の
計
14
名
が
論
文
を
投
稿
し
，
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
．
そ

の
結
果
，
博
士
2
回
生
（
当
時
）
の
森

山
氏
と
修
士
2
回
生
の
戸
田
君
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．(

写
真
2) 

 

11
月
16
・
17
日
に
東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
．
修
了
生

1
名
を
含
む
計
3
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
． 



 

8
月
18
日
に
，
後
期
博
士
課
程
2
回
生

森
山
仁
志
氏
の
博
士
論
文
公
聴
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
．
「
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の

す
べ
り
後
支
圧
限
界
状
態
に
関
す
る
研
究
」

と
い
う
題
目
で
博
士
論
文
を
ま
と
め
ら
れ
，

博
士
課
程
を
1
年
早
く
修
了
さ
れ
ま
し
た
．  

 

森
山
氏
は
後
期
博
士
課
程
修
了
後
，
10
月

1
日
よ
り
特
任
助
教
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
．

森
山
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
． 

投
稿
論
文
一
覧 

<

土
木
学
会
論
文
集>

 

臼
倉(

博
士
修
了)

：
腐
食
し
た
桁

端
部
の
耐
力
特
性
を
踏
ま
え
た
崩
壊
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
分

類
と
そ
の
分
析 

有
村(

博
1)

：
桁
端
部
に
腐
食
劣
化
の

生
じ
た
鋼I

桁
橋
の
耐
荷
性
能
評
価
に
関
す
る
解
析
的
検

討 
<

構
造
工
学
論
文
集>

 

森
山 

(

特
任
助
教)

：
製
作
・
施
工

誤
差
に
起
因
す
る
高
力
ボ
ル
ト
の
片
当
た
り
が
高
力
ボ
ル

ト
摩
擦
接
合
継
手
の
各
種
限
界
状
態
に
及
ぼ
す
影
響 

杉

本(

博
1)

：
施
工
性
に
着
目
し
た
緊
急
架
設
橋
のF

E
M

解

析
に
よ
る
主
桁
連
結
部
の
引
張
接
合
構
造
の
構
造
合
理
化

に
関
す
る
研
究 

小
林(

修
2)

：
既
設
合
成
桁
橋
の
合
理

的
な
床
版
取
替
え
工
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

森
下

(

修
2)

：
球
状
黒
鉛
鋳
鉄
製
当
て
板
を
用
い
たU

リ
ブ
鋼

床
版
の
下
面
補
強
工
法
に
関
す
る
研
究 

舟
山(

修
2) :

添

接
板
で
破
断
す
る
場
合
の
高
力
ボ
ル
ト
継
手
の
性
能
に
関

す
る
基
礎
的
研
究  

<

鋼
構
造
論
文
集>

 

金
城(

修
了)

：
施
工
段
階
を
配
慮
し

た
2
回
締
め
高
力
ボ
ル
ト
セ
ッ
ト
を
用
い
た
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
継
手
の
適
用
性
に
関
す
る
研
究 

<

鋼
構
造
年
次
報
告
論
文
集>

 

森
山(

特
任
助
教)

：
高
力

ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り
後
支
圧
耐
力
に
関
す
る

実
験
実
績
調
査 

山
本
淳(

修
了)

：
犠
牲
部
材
を
用
い
る

鋼
上
路
式
ア
ー
チ
橋
の
損
傷
制
御
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

山
本
佑(

修
1)

：
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り

耐
力
向
上
に
関
す
る
実
験
的
研
究 

高
井(

九
州
工
業
大

学
助
教
授)

：
多
列
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ

り
耐
力
向
上
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

<
IA

B
S

E
>
 

小
林(

修
2)

：F
u

n
d

a
m

e
n

ta
l stu

d
y
 o

n
 h

a
lf-

w
id

th
 
slab

 
d

e
ck

 
rep

la
ce

m
e
n
t 

m
e
th

o
d

 
fo

r 
an

 
e
x

istin
g

 

co
m

p
o
site steel g

ird
er b

rid
g
e

（
敬
称
略
） 

<

そ
の
他
主
な
活
動>

 

平
成
29
年
度
土
木
学
会
関
西
支
部

年
次
学
術
講
演
会
・ 

Jap
a
n
 

S
te

e
l 

B
rid

g
e 

C
o

m
p

etitio
n
 

（
美
観
1
位
，
架
設
3
位 

総
合
3
位
）
・
平
成
29
年
全

国
大
会 

第
72
回
年
次
学
術
講
演
会
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の

実
橋
梁
計
測
（
ヤ
ダ
ナ
ポ
ン
橋
梁
）
・
土
木
リ
ー
グ
・
橋

梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト 

 
10
月
14
日~

16
日
に
東
北
へ
2
泊
3
日
の
ゼ
ミ
旅
行
に
行
き
ま

し
た
．
1
日
目
は
白
石
市
名
物
の
「
う
ー
め
ん
」
屋
か
ら
は
じ

ま
り
，
や
ま
び
こ
吊
り
橋
，
御
釜
，
天
童
温
泉
，
山
形
を
巡
り
，

2
日
目
は
荒
浜
小
学
校
，
女
川
，
大
川
小
学
校
，
新
北
上
大
橋
，

南
三
陸
を
訪
問
し
て
震
災
遺
構
を
見
学
し
ま
し
た
．
東
北
の
被

災
地
を
初
め
て
訪
れ
る
学
生
が
多
く
，
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
て
言
葉
を
失
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
，
土

木
の
道
に
進
む
者
と
し
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
． 

 

最
終
日
に
はJF

E

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
上
部
工
を
施
工
し
て

い
る
気
仙
沼
大
島
大
橋
の
現
場
見
学
と
，
中
尊
寺
へ
行
き
ま
し

た
．
気
仙
沼
大
島
大
橋
は
国
内
で
2
番
目
の
支
間
長
を
誇
る
鋼

中
路
式
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
，
大
変
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
．JF

E

エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
皆
様
，
現
場
見
学
会
を
ご
準
備
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
． 

中尊寺 

御釜 

やまびこ吊り橋 新北上大橋 

気仙沼 

大島大橋 

白石市名物 

うーめん 

チームA「hyVridge」 

チームB「港小橋」 

 

8
月
31
日
お
よ
び
9
月
1
日
に
岐
阜
大
学
に

て
開
催
さ
れ
たJap

an
 S

teel B
rid

g
e C

o
m

p
etitio

n

に
，
本
学
か
ら
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
（
当

研
究
室
か
ら
は
修
士
1
回
生
6
名
，
学
部
4
回

生
2
名
が
参
加
）
． 

 

全
国
の
大
学
や
高
専
21
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
，

チ
ー
ムA

「h
y
V

rid
g
e

」
は
斜
張
橋
へ
挑
戦
し
，

V

字
の
主
塔
を
持
っ
た
特
徴
的
な
橋
梁
を
制
作
し
，

入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
，
審
査
員
の
記
憶

に
残
る
橋
梁
を
作
成
で
き
ま
し
た
．
チ
ー
ムB

「
港
小

橋
」
は
上
路
式
ア
ー
チ
と
ト
ラ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
美
し
い
橋
梁
を
作
成
し
，
美
観
部
門
優

勝
，
架
設
部
門
3
位
，
総
合
部
門
3
位
と
い
う

結
果
を
収
め
，
大
阪
市
立
大
学
は
美
観
部
門
4
連

覇
，
総
合
部
門
3
年
連
続
入
賞
を
達
成
し
ま
し
た
． 

 

ブ
リ
コ
ン
2 

0 

1 

7  

ゼ
ミ
旅
行 

 

10

月
8

日
に
平
成

29

年
度
関
西
鋼
構
造

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
神
戸
大
学
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
．
昨

年
度
か
ら
引
き
続
き
，

修
士
1

回
生
の
奥
原

君
の
力
投
と
圧
倒
的

強
さ
を
誇
る
社
会
人

チ
ー
ム
の
優
し
さ
に

よ
り
，
見
事
リ
ー
グ

戦
を
突
破
し
，
結
果

は
第
3

位
と
好
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
．
余
興
の
部

で
は
，
会
場
を
大
爆

笑
に
包
み
，
他
大
学

を
圧
倒
し
て
2

年
連

続
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
．
来
年
度
の
記
念

す
べ
き
第
40

回
大
会

は
市
大
主
催
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
．
次

こ
そ
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
余
興
の
完
全
制

覇
を
成
し
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
，
努
力
し
て

参
り
ま
す
． 

パワーヒッター 山口教授 エース 奥原君 

余興の部優勝で湧き上がる会場 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

博士論文公聴会の様子 

 

11
月
22
日
，
神
戸
大
学
の
橋
本
先

生
の
ご
結
婚
の
お
祝
い
お
よ
び
後
期

博
士
課
程
1
回
生
郎
君
の
ご
婚
約
の

お
祝
い
会
を
開
催
し
ま
し
た
． 

 

学
生
や
先
生
方
か
ら
お
二
組
へ
の

質
問
タ
イ
ム
で
は
，
な
れ
そ
め
や
家

で
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
，
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
． 

こ
れ
か
ら
も
研
究
活
動
で
お
忙
し
い

日
々
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
，
橋
本

ご
夫
妻
，
郎
君
カ
ッ
プ
ル
の
幸
せ
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
． 

 

記念撮影 レストラン会場にて 

橋
本
先
生
ご
結
婚
祝
い 

郎
君
ご
婚
約
祝
い 

森
山
氏
の
博
士
論
文
公
聴
会 


